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1．この分析の目的

　新聞語彙調査の結果のうち，助詞・助動詞の連接の資料をもとに，数量化理論第皿類を用いて，助詞
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・ 助動詞の連接のパターン分類を試みる。

2．数量化理論第皿類（パターン分類）

数量化理論第皿類はパターン分類の数量化とも呼ばれ，「同じような反応をする対象は何らかの意味

で共通性があり，また同じような性格をもつ対象から選ばれる項目は何らかの意味で共通性がある」と

いう前提のもとに，対象あるいは項目を数量化する手法である。詳細は文献2，3，4にゆずる。

5．分析の対象としたデータの特性

　この分析で用いたデータ（文献1，26　－28pp）で助詞・助動詞の連接といった場合，つぎのこと

を意味する。

（1）助詞および助動詞が直接結びついた結合，つまり，　「助動詞＋助詞（＋助詞）」などといった結

　　合だけを問題にしている。

（2）したがって，　「名詞＋助詞＋名詞」あるいは「動詞＋助動詞＋名詞」のような結合をする際の助

　　詞・助動詞は，連接表から除外されている。

（3）助詞・助動詞が三つ以上結合する場合，直接隣り合う二つずつに分解し，連接表が作成されてい

　　る。つまり，　「助詞1＋助動詞1＋助動詞2＋END」という結合があった場合「助詞1＋助動詞1」

　　「助動詞1＋助動詞2」，および，　「助動詞2＋END」の三つの連接ができる。

（4）ここでいう「END」とは，文末，　句末の「。」「，」だけでなく，直後に詞がきて，助詞・助

　　動詞の連接が終了することをも含んでいる。

㈲　助詞・助動詞の連接表をもとに，連接の後に続く辞をアイテム・カテゴリーとし，前にくる辞を

　　サンプルにみたてて数量化を行った。

4．分析の対象とした項目

（1）前にくる辞

　　　図1にあらわされた67の辞

（2）後に続く辞

　　〔助動詞〕なかっ，なく，ない，なけれ，られ，ず，ざる，ぬ，ん，よう，う，ましょ，まし，ま

　　　　す，た，たろ，たら，たい，らしい，らしく，べき，だっ，でし，よ，でし，です，ように，よ
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　　　　うで，ようだ，ようです，ような，そうだ，

　　〔助詞〕の，と，が，から，を，へ，より，で，に，だけ，まで，ばかり，くらい，ほど，など，

　　　　か，も，は，しか，でも，さえ，ながら，ども，ば，ので，し，のに，て，たり，とか，な，

　　　　よ，ね，もの，ても，

　　（END〕　　　　　　　　　’

5．分析の結果

　図1，図2は数量化理論第皿類により，各項目に数量を与え，前にくる語の第1軸，第丑軸について，

二次元のグラフを示したものである。

　図1は後に助詞が連接する場合のグラフである。第1軸では，後に助詞をとりやすい語ととりにくい

語とが分離し，第皿軸では，そのうち係助詞を後にとりやすいものが正の領域に，終助詞を後にとりやす

いものが負の領域に描かれている。

　図2は後に助動詞＊が連接する場合のグラフである。第1軸では，後に助動詞をとりやすい語ととり

にくい語とが分離し，第皿軸では，後にくる助動詞の用法の違いで各辞が分離されているようである。・

今回の発表では，この結果を含めて，さらに分析を試みる。

　　＊　ここでは，4－（2）の助動詞を用法の違いで代表形にまとめて分析した。
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